教材名　　　　　　　キューブを使った足し算盤
開発の意図　１～５の「足し算」を構造的に把握させる。
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指導方法

キューブボックス①に１～５までの数を指示し(アメを３個貰いました。)　、その数のキューブを入れさせる。

キューブボックス②に１～５までの数を指示し(チョコを２個貰いました。)　、その数のキューブを入れさせる。
～と　～を　あわせて　と下のキューブボックス(③)に①の数②の数と同じ数のキューブを入れさせる。この時①と②をガチャッンと連結させる方法もあるが、数の保存の観点から最初はこの方式でやってみて下さい。

その後数字カード等記号への置き換えに繋げていく。

評価・観察

　(アメ等)と対応する数のキューブをボックスに入れられる。

　「あわせて」で下のボックス③にボックス①の数とボックス②数と同じ数のキューブを入れられるか

　キューブの最後の数字が足したものの数ということが定着したか。

